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語
集
』
に
お
け
る
動
詞
句
「
喜
ヲ
成
ス
」
の
性
格
に
つ
い
て

ー
　
漢
文
訓
読
語
と
和
文
語
と
の
間
　
－

青
　
　
木

次
は
じ
め
に

問
題
の
所
在

平
安
時
代
に
お
け
る
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
の
使
用
状
況

平
安
時
代
に
お
け
る
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
の
性
格

お
わ
り
に

一
、
は
じ
め
に

『
今
昔
物
語
集
』
（
以
下
『
今
昔
』
、
本
文
は
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
）
の
用
語
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
様
々
な
角
度
か
ら

の
検
討
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
多
様
性
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
、
多
言
を
要
す
ま
い
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
『
今
昔
』
撰
者

（1）

の
文
体
の
性
格
が
様
々
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
多
様
性
に
起
因
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
田
中
牧
郎
氏
は
、

築
島
裕
博
士
の
示
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
訓
点
特
有
語
」
の
動
詞
に
つ
い
て
、
『
今
昔
』
に
お
け
る
使
用
状
況
に
よ
り
、
漢
文
訓
読
的
性
格
の

（2）

強
い
語
か
ら
逆
に
和
文
的
性
格
の
強
い
語
ま
で
、
多
様
な
段
階
の
語
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
同
時

に
、
『
今
昔
』
の
用
語
の
多
様
性
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
田
中
氏
の
右
の
指
摘
に
お
い
て
は
、
漢
文
訓
読
語
と
和
文
語
と
の



中
間
的
な
性
格
を
も
つ
語
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
複
雑
な
性
格
を
も
つ
と
見
ら
れ
る
『
今
昔
』
の
用
語
の
内
実
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
な
お
、
新
た
な
観
点
の
導
入
が
必
要

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
単
語
の
組
合
せ
に
成
る
「
句
」
、
特
に
名
詞
一
語
と
動
詞
一
語
と
が
格
助
詞
を
介
し
て
結

び
つ
い
た
、
い
わ
ゆ
る
「
動
詞
句
」
を
ひ
と
つ
の
単
位
体
と
し
て
設
定
し
、
そ
れ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
『
今
昔
』
の
用
語
や
文
体
の
性
格

（

3

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヨ

ロ

コ

ビ

　

ナ

を
追
究
す
る
と
い
う
試
み
を
行
っ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
上
記
の
試
み
の
一
環
と
し
て
、
『
今
昔
』
に
お
け
る
動
詞
句
「
喜
ヲ
成
ス
」
を
取

り
上
げ
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
得
た
と
こ
ろ
を
述
べ
て
み
た
い
。

（1

①懐

二
、
問
題
の
所
在

）
　
『
今
昔
』
に
お
け
る
「
喜
ヲ
成
ス
」
の
巻
別
分
布
状
況
は
、
表
①
の
通
り
で
あ
る
。

fC 喜 句
喜

ブ

ヲ
成

ス 巻

81 1 1

62 1 2

41 3

02 4 4

92 2 5

11 1 6

61 1 7

／／8仁
U1
1 9

02 3 01

93 2 11

32 21

61 31

22 41

41 51

43 61

82 71

／／8102 91

02 2 02

／／125 22

32

8 42

41 52

32 62

4 72

7 2 82

41 92

3 03

31 13

こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
「
喜
ヲ
成
ス
」
は
、
巻
二
十
以
前
、
特
に
天
竺
・
震
旦
部
（
巻
一
～
十
）
に
集
中
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

ヨ
ロ
コ

な
お
、
参
考
（
止
）
と
し
て
示
し
た
よ
う
に
、
「
喜
ブ
」
に
つ
い
て
は
、
巻
に
よ
っ
て
多
少
の
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
『
今
昔
』
の
ほ

ぼ
全
体
に
わ
た
っ
て
広
く
分
布
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
喜
ヲ
成
ス
」
の
分
布
の
偏
り
は
、
（
喜
び
）
が
表
現
さ
れ
る
文
脈
の

（4）

有
無
に
左
右
さ
れ
た
結
果
と
は
言
い
が
た
く
、
む
し
ろ
、
「
喜
ヲ
成
ス
」
の
文
体
上
の
性
格
に
起
因
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
動
詞
句
「
喜
ヲ
成
ス
」
の
性
格
に
つ
い
て
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『
今
昔
』
　
に
お
い
て
は
、
一
般
に
、
巻
二
十
以
前
の
文
体
は
、
漢
文
訓
読
調
が
強
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
天
竺
・
震
且
部
は
、
中
国

の
漢
文
を
出
典
や
原
典
に
も
つ
説
話
が
大
半
を
占
め
て
い
各
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
「
喜
ヲ
成
ス
」
は
、
漢
文
の
表
現
と
深
い
か

か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
て
く
る
。

（
2
）
　
と
こ
ろ
が
、
出
典
文
献
と
の
比
較
を
行
っ
て
み
る
と
、
右
の
予
想
に
一
見
矛
盾
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
漢
文
（
乃
至
日
本
漢
文
）
が
出
典
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
出
典
に
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
と
訓
読
し
う
る
表
現
（
表
記
）

が
認
め
ら
れ
ず
（
▲
印
は
、
該
当
す
る
表
現
が
存
す
べ
き
箇
所
を
示
し
て
い
る
。
以
下
同
）
、

‖一一
○
然
レ
バ
、
郡
郷
ノ
人
、
皆
、
喜
ビ
ヲ
成
シ
テ
、
相
共
二
此
ノ
堂
ヲ
助
ケ
造
ル
間
二
、
皆
心
ノ
如
ク
造
り
得
ッ
。
　
（
『
今
昔
』
巻
第
七
、
第
四
十
五
）

（
邑
望
）
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
切
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
切
）

〇
、
、
喜
悦
而
共
助
造
堂
字
。
頃
之
畢
成
皆
如
其
志
焉
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
田
本
『
冥
報
記
』
上
巻
、
7
）

（返）

○
其
ノ
後
、
一
年
ヲ
経
テ
、
播
果
ガ
舌
、

漸
ク
生
ヒ
尋
テ
、
平
復
ス
ル
事
、
本
ノ
如
シ
。
其
ノ
時
こ
、
清
果
、
喜
ビ
ヲ
成
シ
テ
、
麻
孟
琴
、
、
自
ラ

解
官
二
此
ノ
事
ヲ
語
ル
。

（
切
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
切
）

○
後
一
年
舌
漸
生
。
尋
平
－
復
如
膏
。
▲
詣
解
自
陳

（
『
今
昔
』
巻
第
九
、
第
二
十
三
）

（
前
田
本
『
冥
報
記
』
下
巻
、
1
4
）

（返）

○
夢
覚
テ
後
、
心
二
喜
ヲ
成
シ
テ
夢
二
見
ル
所
ノ
経
ヲ
尋
ネ
求
ル
こ
、
大
和
園
、
高
市
郡
、
久
米
寺
ノ
東
ノ
塔
ノ
本
ニ
シ
テ
此
経
ヲ
得
タ
リ
。

（
『
今
昔
』
巻
第
十
一
、
第
九
）

ナ
ス

○
則
生
随
喜
尋
求
彼
経
於
大
日
本
些
旦
巾
郡
久
米
道
場
東
塔
下
両
得
此
経
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
理
本
『
金
剛
峰
寺
建
立
修
行
縁
起
』
）

逆
に
、
仮
名
文
が
出
典
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
出
典
に
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
『
打
開
集
』
は
、
出
典
で
は
な
い

が
、
同
文
的
同
語
で
あ
る
と
認
め
得
る
の
で
、
出
典
に
準
じ
て
扱
っ
た
）
。

＝

○
大
師
、
是
ヲ
聞
テ
、
喜
ビ
ヲ
成
シ
テ
、
此
ノ
人
ノ
後
二
立
テ
入
ヌ
。

○
悦
園
丁
、
此
人
共
二
異
人

（
『
今
昔
』
巻
第
十
一
、
第
十
一
）

（
『
打
開
集
』
第
十
八
話
）



一
O
「
人
二
値
ヌ
」
ト
思
給
テ
喜
ヲ
成
シ
テ
、
近
夕
寄
テ
見
給
へ
バ
、
早
ウ
、
大
皿
非
デ
異
形
ノ
鬼
共
ノ
極
テ
怖
シ
気
ナ
ル
者
共
ノ
行
ク
也
ケ
リ
。

（
『
今
昔
』
巻
第
六
、
第
六
）

O
「
人
ニ
ア
ヒ
ヌ
」
ト
思
テ
、
悦
列
ナ
刃
河
テ
ヨ
リ
テ
見
バ
、
エ
モ
イ
ハ
ズ
怖
ゲ
ナ
ル
鬼
ド
モ
ノ
イ
ク
ナ
リ
ケ
リ
。
　
（
『
打
開
集
』
第
九
話
）

右
に
見
ら
れ
た
状
況
は
、
資
料
の
制
約
に
よ
る
偶
然
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
必
然
性
の
あ
る
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
以
下
、
平
安
時
代
に
お
け
る
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
の
性
格
を
検
討
す
る
。

ニ
「
平
安
時
代
に
お
け
る
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
　
の
使
用
状
況

（5）

ま
ず
、
漢
文
訓
読
文
に
つ
い
て
は
、
次
掲
の
訓
点
資
料
を
調
査
し
た
が
、
用
例
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

小
川
本
『
願
経
四
分
律
』
平
安
極
初
期
点
・
西
大
寺
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
平
安
初
期
点
・
知
恩
院
蔵
『
大
唐
三
蔵
玄
芙
法
師
表
啓
』

平
安
初
期
占
∵
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
地
蔵
十
輪
経
』
元
慶
七
年
点
・
正
倉
院
聖
語
蔵
『
地
蔵
十
輪
経
』
元
慶
七
年
点
・
石
山
寺
本
『
法

華
経
玄
賛
』
淳
祐
古
点
・
正
倉
院
聖
語
蔵
『
弁
中
辺
論
』
天
暦
八
年
点
・
石
山
寺
蔵
『
彿
説
太
子
須
陀
撃
経
』
平
安
中
期
点
・
石
山
寺

蔵
『
沙
弥
十
戒
威
儀
経
』
平
安
中
期
角
筆
点
・
石
山
寺
蔵
『
法
華
経
義
疏
』
長
保
四
年
点
・
西
大
寺
蔵
『
護
摩
蜜
記
』
長
元
八
年
点
・

西
大
寺
本
『
不
空
謂
索
神
呪
心
経
』
寛
徳
二
年
点
・
知
恩
院
蔵
『
地
蔵
十
輪
経
』
康
平
三
年
点
・
天
理
大
学
図
書
館
・
国
立
京
都
博
物
館

蔵
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
平
安
後
期
点
・
兜
木
正
亨
師
蔵
『
無
量
義
経
』
平
安
後
期
点
二
止
本
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
寛
治
元
年
点
・

龍
光
院
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
平
安
後
期
点
・
高
山
寺
蔵
『
大
毘
慮
遮
那
成
仏
経
疏
』
永
保
二
・
長
治
元
年
点
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
管
見

記
紙
背
文
選
』
院
政
期
点
・
興
福
寺
本
『
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
承
徳
三
・
永
久
四
年
点
・
前
田
本
『
冥
報
記
』
長
治
二
年
点
・
神
田

本
『
自
民
文
集
』
天
永
四
年
点
・
広
島
大
学
蔵
『
八
字
文
殊
儀
軌
』
永
暦
二
年
点
・
石
山
寺
蔵
『
大
唐
西
域
記
』
長
寛
元
年
点

漢
文
訓
読
文
に
お
け
る
（
喜
び
）
を
表
す
表
現
と
し
て
は
、
今
回
の
調
査
で
は
、
「
ヨ
ロ
コ
ブ
」
「
随
喜
ス
」
「
歓
喜
ス
」
「
随
喜
ヲ
ナ
ス
」

「
歓
喜
ヲ
ナ
ス
」
な
ど
を
見
出
し
得
た
（
「
随
喜
ヲ
ナ
ス
」
「
歓
喜
ヲ
ナ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
後
掲
の
用
例
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

『
今
昔
物
語
集
』
　
に
お
け
る
動
詞
句
「
喜
ヲ
成
ス
」
の
性
格
に
つ
い
て
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三
七
四

〇
在
昔
、
如
来
此
虞
に
行
脛
（
し
た
ま
）
ヒ
キ
。
時
に
珊
猿
有
り
。
蜜
を
持
（
て
）
備
に
奉
（
る
）
。
偶
、
水
に
和
（
せ
）
令
（
め
て
）
大
志
氷
に
普
－

－

　

ホ

ド

ハ

シ

　

　

　

　

（

マ

マ

）

遍
（
し
た
ま
ふ
）
。
禰
猿
喜
ビ
踊
り
て
坑
に
随
（
て
）
　
〔
而
〕
死
ヌ
。
　
　
　
　
（
石
山
寺
蔵
『
大
唐
西
域
記
』
長
寛
元
年
点
、
巻
第
四
）

つ・・

〇
或
イ
は
身
の
悪
業
、
或
（
い
）
は
語
の
悪
〔
と
〕
業
、
或
（
い
は
）
意
の
悪
業
を
も
て
、
白
も
作
り
他
を
教
（
へ
）
た
ま
ひ
き
。
見
て
も
聞
（
き
）

て
も
笥
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
倉
院
聖
語
蔵
『
地
蔵
十
輪
経
』
元
慶
七
年
点
、
巻
七
）

タ
ケ
キ

○
健
人
い
、
王
の
為
に
怨
を
除
（
き
）
つ
、
怨
既
に
滅
し
巳
（
り
）
て
、
王
大
（
い
に
）
観
萄
刊
、
（
兜
木
正
亨
師
蔵
『
無
量
義
経
』
平
安
後
期
点
）

へ
1
い
、

次
に
、
仮
名
文
に
つ
い
て
は
、
次
掲
の
仮
名
文
字
作
品
を
調
査
し
た
結
果
、
以
下
の
用
例
を
見
出
し
得
た
。

竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
・
土
左
日
記
・
大
和
物
語
・
平
中
物
語
・
多
武
峯
少
将
物
語
・
購
蛤
日
記
・
宇
津
保
物
語
・
落
窪
物
語
・
枕
草

子
・
源
氏
物
語
・
和
泉
式
部
日
記
・
紫
式
部
日
記
・
夜
の
寝
覚
・
更
級
日
記
・
浜
松
中
納
言
物
語
・
笠
物
語
・
狭
衣
物
語
・
讃
岐
典
侍

日
記
・
栄
花
物
語
・
大
鏡
・
堤
中
納
言
物
語
・
今
鏡
・
と
り
か
へ
ば
や
物
語
・
松
浦
宮
物
語
・
水
鏡
・
三
宝
絵
詞
・
法
華
百
座
間
書
抄
・

打
開
集
・
唐
物
語
・
古
本
説
話
集

『
宇
津
保
物
語
』
　
（
一
例
）

①
み
こ
の
君
、
「
ま
こ
と
に
し
か
あ
る
べ
き
物
な
り
。
あ
ま
た
の
人
の
よ
ろ
こ
び
を
な
さ
ん
に
、
我
、
一
の
ね
が
ひ
み
た
じ
ゃ
は
」
と
の

（
ゐ
ど
こ
ろ
カ
）

給
て
、
み
ち
の
人
の
し
づ
め
る
ざ
え
を
ば
お
は
や
け
に
も
申
、
は
か
せ
ど
も
に
も
お
は
せ
、
い
ひ
と
こ
ろ
な
く
、
く
い
も
の
な
き
ひ

と
の
た
め
に
と
て
、
ぜ
に
・
き
ぬ
・
か
ね
、
く
る
ま
に
つ
み
て
い
だ
し
た
て
給
。

（
「
藤
は
ら
の
君
」
、
上
野
宮
の
囲
）

『
大
鏡
』
　
（
一
例
）

②
よ
の
中
の
人
の
中
や
う
、
「
太
宮
の
入
道
せ
し
め
給
ひ
て
、
太
上
天
皇
の
御
位
に
な
ら
せ
給
て
、
女
院
と
な
ん
申
べ
き
。
こ
の
御
寺
に

戒
壇
た
て
ら
れ
て
、
御
受
戒
あ
る
べ
か
な
れ
ば
、
よ
の
中
の
あ
ま
ど
も
、
ま
い
り
て
う
く
べ
か
ん
な
り
」
と
て
、
よ
ろ
こ
び
を
こ
そ

な
す
な
れ
。

（
第
五
巻
、
「
太
政
大
臣
道
長
上
」
、
世
次
の
回
）



『
栄
花
物
語
』
　
（
五
例
）

ほ

ど

　

の

り

　

と

も

し

び

　

か

ヽ

　

　

　

　

　

い

の

ち

　

つ

　

　

た

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

う

れ

　

あ

き

ら

か

　

　

よ

　

あ

　

　

　

く

ら

　

　

　

く

ら

③
か
～
る
程
に
法
の
燈
火
を
掲
げ
、
彿
法
の
命
を
継
が
せ
給
ふ
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
嬉
し
く
明
な
る
御
世
に
逢
ひ
て
、
暗
き
よ
り
暗
き
に

ひ

か

り

て

ら

　

　

　

よ

ろ

こ

入
れ
る
衆
生
も
、
こ
の
御
光
に
照
さ
れ
て
喜
び
を
な
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
第
十
五
、
「
う
た
が
ひ
」
、
圏
）

み

　

う

ち

　

　

　

　

　

　

　

　

お

ほ

　

か

く

　

　

　

　

　

　

こ

よ

ひ

ひ

か

り

　

　

ひ

か

　

い

　

　

　

　

　

よ

ろ

こ

　

　

く

ら

　

　

　

く

ら

④
身
の
中
の
彿
性
の
煩
悩
（
に
）
覆
い
隠
さ
れ
つ
る
も
、
今
宵
の
光
に
や
光
り
出
で
給
ら
ん
と
喜
ば
れ
、
暗
き
よ
り
暗
き
に
入
り
た
る
衆
生

う

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

　

　

　

よ

ろ

こ

の
煩
悩
も
、
嬉
し
き
合
の
燈
明
に
含
ひ
ぬ
と
喜
び
を
な
し
た
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
第
十
九
、
「
御
裳
ぎ
」
、
囲
）

た

つ

み

　

　

　

よ

る

ひ

る

　

　

　

い

そ

　

　

　

　

　

せ

か

い

あ

ま

　

よ

l

引

引

l

l

l

l

l

l

⑤
か
く
て
こ
の
秋
、
御
受
戒
あ
る
べ
L
と
て
、
無
量
毒
院
辰
巳
の
方
に
、
夜
を
室
に
な
し
て
急
が
せ
給
へ
ば
、
世
界
の
尼
ど
も
喜
び
を

な
し
た
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
第
二
十
七
、
「
こ
ろ
も
の
た
ま
」
、
圏
）

ち

　

す

こ

　

き

は

や

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

⑥
御
心
地
も
少
し
爽
が
せ
給
へ
ば
、
「
御
湯
殿
」

を

り

　

　

か

な

へ

　

　

　

　

　

よ

ろ

こ

　

　

　

　

　

つ

か

と
あ
る
折
は
、
鼎
殿
い
み
じ
う
喜
び
を
な
し
て
仕
う
ま
つ
る
も
あ
は
れ
な
り
。

（
巻
第
二
十
九
、
「
た
ま
の
か
ぎ
り
」
、
圏
）

お
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ぶ
ら
ひ
め
　
　
　
　
お
ほ
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
へ

つ
か

⑦
十
四
日
の
つ
と
め
て
、
「
い
か
で
湯
少
し
浴
み
む
」
と
仰
せ
ら
る
れ
ば
、
侍
召
し
て
仰
事
た
ぶ
に
、
鼎
殿
喜
び
を
な
し
て
い
そ
ぎ
仕

う
ま
つ
れ
ど
、

（
巻
第
二
十
九
、
「
た
ま
の
か
ざ
り
」
、
固
）

『
水
鏡
』
　
（
二
例
）

⑧
皇
子
見
お
と
ろ
き
給
て
い
た
き
た
す
げ
て
位
を
つ
く
こ
と
は
き
は
ま
り
な
き
大
事
な
れ
は
い
ま
～
て
う
け
と
ら
ぬ
こ
と
に
て
侍
れ
と

も
か
く
の
た
ま
ひ
あ
ひ
た
る
こ
と
な
れ
は
あ
な
か
ち
に
の
か
れ
侍
へ
き
こ
と
に
あ
ら
す
と
お
は
せ
ら
れ
し
か
は
一
天
下
の
人
引

ひ
を
な
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
廿
代
　
允
恭
天
皇
、
固
）

⑨
あ
ぐ
る
と
し
の
四
月
に
御
門
我
身
は
女
人
也
心
に
物
を
さ
と
ら
す
世
の
ま
つ
り
こ
と
は
聖
徳
太
子
し
給
へ
と
申
給
し
か
は
世
の
人
側

を
な
し
き
　
太
子
は
此
時
に
太
子
に
立
給
て
よ
の
ま
つ
り
こ
と
を
し
給
し
な
り

（
第
丹
五
代
　
推
古
天
皇
、
圏
）

『
三
宝
絵
詞
』
　
（
五
例
）

⑩
太
子
王
ノ
御
ム
文
ヲ
讃
ミ
后
ノ
懸
ヒ
給
フ
事
ヲ
思
テ
奄
リ
ヲ
出
テ
卓
二
乗
り
山
ヲ
返
り
見
テ
涙
ヲ
落
ス
固
ノ
人
側
列
成
羽
道
ヲ
梯
ヒ
香
ヲ
焼
キ
欒
ヲ
調
テ

『
今
昔
物
語
集
』
　
に
お
け
る
動
詞
句
「
喜
ヲ
成
ス
」
　
の
怪
格
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
六

太
子
ヲ
向
へ
奉
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
観
智
院
本
、
上
・
四
二
オ
1
、
圏
）

⑪
童
此
事
ヲ
キ
ゝ
テ
悲
ノ
中
二
喜
ヲ
ナ
ス
　
涙
ヲ
ノ
コ
ヒ
テ
ツ
レ
ナ
サ
マ
ヲ
ツ
ク
リ
テ
例
ノ
コ
ト
ク
こ
飯
ヲ
モ
テ
ユ
ク

（
観
智
院
本
、
中
・
四
四
オ
8
、
幽
）

⑫
且
ハ
経
ノ
文
ヲ
ヨ
ミ
且
ハ
寄
舞
ヲ
ト
ゝ
ノ
へ
タ
リ
　
神
ノ
悦
ヲ
ナ
シ
テ
寺
ノ
守
ト
ナ
リ
ニ
タ
リ
　
縁
起
こ
ミ
へ
タ
リ

（
観
智
院
本
、
下
・
四
三
ウ
8
、
圏
）

⑬
此
人
音
貧
シ
キ
大
下
ナ
レ
リ
キ
　
ア
マ
タ
ノ
僧
ノ
里
ニ
イ
テ
ゝ
ア
ソ
ヒ
行
ヲ
ミ
テ
心
二
悦
ヲ
ナ
ス
　
イ
カ
テ
供
養
セ
ム
ト
ナ
ケ
ク
ニ
家

ノ
中
二
物
ナ
シ
　
野
二
出
澤
二
行
テ
花
ヲ
ツ
ミ
テ
僧
ニ
チ
ラ
ス
　
心
ヲ
イ
タ
シ
テ
オ
カ
ミ
願
ヲ
オ
コ
シ
テ
去
ニ
キ

（
観
智
院
本
、
下
・
五
四
ウ
5
、
圏
）

⑭
一
個
ヲ
キ
～
テ
喜
ヲ
ナ
ス
こ
茶
ノ
記
ヲ
サ
ト
ル
ト
法
師
品
ヲ
ミ
テ
知
へ
シ

（
観
智
院
本
、
下
・
三
一
ウ
5
、
固
）

『
法
華
百
座
間
書
抄
』
　
（
三
例
）

（

朱

齢

石

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

朱

齢

）

⑮
昔
、
ス
レ
イ
セ
キ
㌘
ヲ
撃
使
こ
テ
、
楊
州
訂
岩
船
ニ
ノ
リ
テ
海
ヲ
ワ
タ
ル
二
、
ア
シ
キ
風
、
イ
テ
キ
タ
リ
テ
、
主
産
セ
キ
カ
ノ
レ

ル
船
ヲ
フ
キ
ハ
ナ
ツ
。
ユ
ク
へ
モ
ナ
ク
シ
ラ
ヌ
海
ノ
ウ
ラ
こ
ハ
ナ
タ
レ
テ
、
今
ハ
三
月
ハ
カ
リ
ニ
ナ
リ
ヌ
ラ
ム
、
ト
オ
モ
フ
こ
、
海

（悦）

中
ニ
ヲ
ホ
キ
ナ
ル
シ
マ
ヲ
ミ
ツ
ケ
テ
笥
テ
、
イ
カ
ニ
モ
シ
バ
シ
ヲ
リ
テ
ヤ
ス
マ
ム
ト
オ
モ
ヒ
テ
、
船
ヨ
リ
オ
リ
テ
、
山
ヲ
ノ
ホ

ル
ホ
ト
こ
、
山
ノ
ナ
カ
ニ
金
銀
ヲ
チ
リ
ハ
メ
タ
ル
ヒ
ト
ツ
ノ
舞
ア
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
オ
・
叩
二
幽
）

⑯
五
人
マ
コ
ト
ノ
母
ノ
コ
ト
ク
廿
徐
年
カ
ホ
ト
ケ
ウ
シ
ツ
カ
フ
ル
ホ
ト
二
、
此
女
モ
ノ
ヲ
イ
ハ
ヌ
ヤ
マ
ヒ
シ
テ
イ
ク
ハ
ク
モ
ナ
ク
シ
テ

（
シ
テ
）

シ
ナ
ム
ト
ス
。
五
人
ノ
子
、
心
ヲ
ヒ
ト
ツ
ニ
ノ
、
「
ワ
レ
ラ
ヲ
ノ
ノ
＼
此
人
ヲ
ヒ
ト
リ
母
ト
タ
ノ
ミ
テ
、
年
コ
ロ
ケ
ウ
ヤ
ウ
シ
ツ
。
今

シ
ヌ
ル
ト
キ
モ
ノ
ヲ
イ
ハ
ス
シ
テ
シ
ヌ
ヘ
シ
。
ネ
カ
バ
ク
ハ
、
天
道
ア
ワ
レ
ヒ
タ
マ
ヒ
テ
、
モ
ノ
ヲ
ヒ
ト
タ
ヒ
モ
、
イ
ハ
シ
メ
タ
マ

へ
」
ト
イ
フ
こ
、
ス
ナ
ハ
チ
、
ヨ
ク
モ
ノ
ヲ
イ
フ
ト
キ
、
五
人
ヨ
ロ
コ
ヒ
ヲ
ナ
シ
テ
母
ニ
イ
フ
ヤ
ウ
「
ト
シ
コ
ロ
ワ
レ
ラ
ヒ
ト
へ
ニ



母
ト
タ
ノ
ミ
テ
ツ
カ
へ

マ
ウ
シ
ツ
レ
ト
、
タ
シ
カ
ニ
ナ

ニ
人
ト
イ
フ
事
ハ
シ
リ
マ
ウ
サ
ス
。
モ
ノ
イ
ハ
ヌ
ヤ
マ
イ
ッ
キ
タ
マ

ヘ
ル
こ
、

天
道
二
申
コ
ヒ
タ
リ
。
ワ
レ
ラ
カ
タ
メ
ニ
タ
シ
カ
ニ
ナ

二
人
ト
イ
フ
事
ヲ
ノ
タ
マ
ヘ
」

ト
イ
フ
こ
、
女
「
ワ
レ
ハ
、

ノ
楊
ヤ
ウ
マ
ウ
ト
イ
ヒ
シ
モ
ノ
ム
ス
メ
ナ
リ
。
（
略
）
」
ト
イ
フ
ホ
ト
ニ
母
シ
ヌ
。

マ
コ
ト
ニ
ハ
太
麻

（
オ
・
埋
二
幽
）

（魔）

⑰
閣
「
王
「
孫
居
ハ
モ
ロ
ノ
＼
ノ
極
悪
ノ
モ
ノ
ト
コ
ソ
思
ヒ
ツ
レ
。
キ
ハ
マ
レ
ル
善
人
言
ソ
ア
リ
ケ
レ
。
ソ
ラ
コ
ト
ニ
テ
モ
、
マ
コ
ト

（婆婆）

こ
テ
モ
、
妙
法
蓮
花
経
ト
一
ト
度
タ
ヒ
ト
ナ
ヘ
ツ
ル
人
、
イ
マ
タ
地
獄
ニ
ヲ
チ
ス
。
ト
ク
女
女
ニ
カ
ヘ
リ
テ
、
イ
ヨ
ノ
＼
法
花
経
ヲ
タ
モ

チ
タ
テ
マ
ツ
レ
」
ト
イ
フ
こ
、
倒
ヲ
l
刃
珂
テ
カ
ヘ
ル
こ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ウ
・
坤
二
幽
）

『
打
聞
集
』
　
（
三
例
）

⑱
道
ト
ホ
ク
シ
テ
日
ク
レ
ヌ
。
留
ル
ベ
キ
所
ナ
ケ
レ
バ
、
タ
ド
ル
ノ
＼
足
。
マ
カ
セ
テ
往
間
、
ヲ
ホ
ク
ノ
火
ト
モ
シ
タ
ル
物
、
四
五
百
人

ア
ヒ
ヌ
。
「
人
ニ
ア
ヒ
ヌ
」
ト
思
テ
、
胤
刊
刀
珂
テ
ヨ
リ
テ
見
バ
、
エ
モ
イ
ハ
ズ
怖
ゲ
ナ
ル
鬼
ド
モ
ノ
イ
ク
ナ
リ
ケ
リ
。
（
第
九
話
、
圏
）

⑩
大
師
悦
テ
他
囲
こ
逃
シ
メ
給
間
、
玄
ル
山
隔
テ
、
人
ス
ミ
カ
ア
リ
。
城
高
付
キ
テ
、
メ
グ
リ
堅
固
タ
リ
。
一
門
ア
リ
。
前
二
人
立
リ
。
側
圃
ア

間
。
答
云
、
「
一
人
長
者
家
也
。
和
尚
何
人
ゾ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
八
話
、
固
）

⑳
答
云
、
「
日
本
国
ヨ
リ
悌
法
撃
タ
メ
ニ
渡
也
。
而
、
如
是
礼
相
也
。
暫
安
障
虞
。
カ
ク
レ
テ
有
ト
思
也
」
此
門
立
入
云
、
「
此
所
。
パ
オ

ボ
ロ
ケ
ノ
人
不
変
一
。
極
吉
所
也
。
暫
此
ニ
オ
ハ
シ
テ
、
事
平
後
二
出
テ
彿
法
学
也
」
ト
云
。
側
園
丁
、
此
人
共
こ
具
入
門
閉
。

（
第
一
八
話
、
圏
）

用
例
数
と
し
て
多
い
か
少
な
い
か
は
一
概
に
は
言
え
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
用
例
の
現
れ
方
に
一
定
の
偏
り
が
認
め
ら
れ
る
点
に
は
、
注

意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
偏
り
と
は
、
用
例
が
、
『
源
氏
物
語
』
や
『
枕
草
子
』
な
ど
の
和
文
の
典
型
と
さ
れ
る
文
献
に
は
見
出
さ
れ
ず
、

（7）

漢
文
や
漢
文
訓
読
語
の
影
響
の
指
摘
さ
れ
る
文
献
に
偏
っ
て
見
出
さ
れ
る
と
い
う
、
文
体
に
よ
る
偏
り
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
用
例

の
認
め
ら
れ
る
文
献
の
う
ち
、
『
宇
津
保
物
語
』
『
大
鏡
』
『
栄
花
物
語
』
は
、
和
文
の
中
で
は
漢
文
訓
読
語
の
影
響
が
比
較
的
顕
著
に
認
め
ら

（8）

れ
る
も
の
で
あ
り
、
『
水
鏡
』
『
三
宝
絵
詞
』
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
は
、
文
章
全
体
が
漢
文
（
乃
至
日
本
漢
文
）
の
出
典
を
背
景
と
し
て
い
る

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
動
詞
句
「
喜
ヲ
成
ス
」
の
性
格
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
八

（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

も
の
で
あ
り
、
『
打
開
集
』
　
は
、
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
　
と
同
程
度
の
和
漢
の
混
清
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
用
例
の
中
に
は
、
漢
文
と
の
関
係
を
具
体
的
に
指
摘
で
き
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
『
栄
花
物
語
』
の
用
例
③
④
の
文
脈
中
に
見

・

′

ヽ

ら

　

　

　

　

く

ら

え
る
「
暗
き
よ
り
暗
き
に
入
れ
る
　
（
り
た
る
）
衆
生
」
と
い
う
表
現
は
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
　
の
次
の
箇
所
を
ふ
ま
え
て
記
さ
れ
た
も
の
と
見
ら

れ
る
。

○
衆
生
は
常
に
苦
悩
I
h
で
　
盲
冥
に
t
h
で
導
師
無
し

ク

ラ

キ

　

　

　

ク

ラ

キ

（

に

）

　

　

　

　

　

　

　

　

ミ

ナ

　

　

　

　

す

（
中
略
）
　
冥
従
（
り
）
冥
於
入
（
り
）
て
永
ク
価
の
名
ヲ
聞
（
か
）
不

（
立
本
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
寛
治
元
年
点
、
巻
第
三
、
化
城
喩
品
第
七
）

さ
ら
に
、
『
水
鏡
』
　
の
用
例
⑨
・
『
三
宝
絵
詞
』
　
の
用
例
⑬
⑭
・
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
　
の
用
例
⑮
⑯
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
次
の
漢
文
（
乃
至
日

へ
〓
」

本
漢
文
）
　
の
文
章
を
下
敷
き
に
し
て
書
か
れ
た
文
脈
中
に
現
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
　
（
●
印
は
、
用
例
⑮
の
傍
線
部
に
該
当
す
る
文
脈
が
存
す
べ

き
箇
所
を
示
し
て
い
る
）
。

（
『
水
鏡
』
用
例
⑨
）

〇
四
月
。
勅
日
。
朕
女
人
也
。
性
不
レ
解
レ
物
。
宜
三
天
下
之
政
皆
付
二
太
子
パ
百
寮
万
民
聞
而
望
叫
。
厩
戸
皇
子
夢
皇
太
子
バ
万
機
之

政
悉
委
二
太
子
ぺ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
扶
桑
略
記
』
第
三
、
推
古
天
皇
）

（
『
三
宝
絵
詞
』
　
用
例
⑬
）

〇
時
諸
衆
僧
。
遊
コ
行
堅
竺
到
こ
諸
豪
族
ペ
皆
悉
供
養
。
時
有
二
一
人
パ
貧
無
二
鎮
財
ペ
見
レ
僧
劇
謝
。
恨
レ
無
l
l
供
養
パ
即
於
二
野
澤
ぺ
採

二
衆
草
華
パ
　
用
散
二
衆
僧
ペ
至
心
敬
祀
。
於
レ
是
而
去
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
賢
愚
経
』
巻
第
二
、
華
天
因
縁
晶
第
十
）

（
『
三
宝
絵
詞
』
用
例
⑭
）

て
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
（
モ
）
．
1
．
司
む
い
融
に
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
を

○
聞
妙
法
華
経
乃
至
一
偏
一
句
一
念
　
随
喜
者
我
亦
輿
授
阿
頼
多
羅
三
菰
三
菩
提
記

（
龍
光
院
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
平
安
後
期
点
、
巻
第
四
、
法
師
晶
第
十
）

（
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
用
例
⑮
）



○
宋
時
朱
齢
石
者
。
使
往
遼
東
。
還
返
失
道
陣
風
汎
海
。
一
月
除
目
達
千
一
島
▲
糧
米
倶
靖
。
大
島
求
泉
。
漸
深
登
山
。
乃
見
一
寺
。

堂
宇
荘
厳
非
所
管
親
。

（
『
法
苑
珠
林
』
巻
第
三
十
九
、
伽
藍
篇
第
三
十
六
、
感
応
緑
）

（
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
用
例
⑯
）

○
事
レ
之
若
レ
親
経
二
二
十
四
年
ペ
母
忽
染
レ
患
口
不
レ
能
レ
言
。
五
子
仰
レ
天
而
歎
日
。
如
何
孝
誠
無
レ
感
。
母
忽
染
レ
患
而
不
レ
能
レ
言
。
若
我

有
レ
感
使
二
母
得
レ
語
。
應
レ
時
能
言
。
●
謂
二
五
子
白
。
我
本
是
太
原
陽
猛
之
女
。
（
略
）
語
末
レ
責
而
卒
。

（
『
止
観
輔
行
侍
弘
決
』
巻
第
四
之
三
）

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
①
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
は
、
少
な
く
と
も
仮
名
文
に
用
い
ら
れ
る
表
現
で
は
あ
る
も
の
の
、
純
粋
な
和
文

に
は
用
い
ら
れ
ず
、
漢
文
や
漢
文
訓
読
語
の
影
響
の
認
め
ら
れ
る
仮
名
文
を
中
心
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
右
に

見
る
ご
と
く
、
②
用
例
の
認
め
ら
れ
る
仮
名
文
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
漢
文
の
当
該
箇
所
に
は
、
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
と
訓
読
さ
れ
る
よ
う

な
表
現
（
表
記
）
が
認
め
ら
れ
ず
、
注
目
さ
れ
る
。

今
、
右
の
①
・
②
と
、
先
に
『
今
昔
』
の
「
喜
ヲ
成
ス
」
に
つ
い
て
見
た
、
（
1
）
巻
別
分
布
状
況
・
（
2
）
出
典
文
献
と
の
比
較
の
結
果
と

を
比
べ
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、
あ
る
共
通
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
（
1
）
・
①
は
、
漢
文
の

影
響
を
背
景
に
も
つ
文
章
に
偏
っ
て
用
例
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
点
、
（
2
）
・
②
は
、
用
例
が
認
め
ら
れ
る
文
章
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
漢

文
に
は
当
該
表
現
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
（
1
）
・
（
2
）
、
①
・
②
の
結
果

が
、
偶
然
で
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

右
の
調
査
結
果
を
見
る
限
り
、
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
は
、
漢
文
訓
読
語
と
も
和
文
語
と
も
つ
か
な
い
、
あ
る
い
は
両
方
の
性
格
を
合
わ
せ

持
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
表
現
と
も
見
な
し
得
る
。
そ
れ
で
は
、
漢
文
訓
読
語
・
和
文
語
両
方
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
和
化
漢
文
に
お
け
る

（12）

使
用
状
況
は
ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
次
掲
の
記
録
・
文
書
類
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
『
平
安
遺
文
』
所
収
の
古
文
書
に
三
例
の
用

例
を
見
出
し
得
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
動
詞
句
「
喜
ヲ
成
ス
」
の
性
格
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
〇

貞
信
公
記
・
九
暦
・
小
右
記
・
権
記
・
御
堂
関
白
記
・
左
経
記
・
春
記
・
水
左
記
・
帥
記
・
後
二
条
師
通
記
・
長
秋
記
・
中
右
記
・
殿

暦
・
永
昌
記
・
『
平
安
遺
文
』
所
収
文
書

『
平
安
遺
文
』
所
収
文
書
（
三
例
）

⑳
仇
去
正
月
晦
比
、
七
十
徐
入
札
工
等
、
晦
跡
逸
脱
華
、
去
三
月
朔
比
、
被
下
遣
鹿
宣
状
云
、
停
止
領
主
之
非
法
、
於
官
物
者
立
用
御

封
之
外
、
任
徴
符
之
旨
、
令
班
済
国
庫
、
於
寺
役
者
、
任
往
古
之
例
、
元
僻
怠
可
動
仕
之
由
、
所
被
下
知
也
、
因
玄
逃
散
之
民
遣
聞

此
由
、
劇
側
各
令
蹄
住
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
伊
賀
圃
在
贋
宮
人
等
解
（
保
元
三
年
四
月
）
」
）

⑳
但
所
詮
者
、
件
高
殿
庄
事
、
召
封
両
方
被
決
眞
偽
者
、
三
賛
含
咲
、
神
明
成
悦
欺
、
仇
謹
所
請
神
判
如
件
、
敬
白
、

（
「
僧
欣
西
条
文
案
（
嘉
応
二
年
四
月
十
五
日
）
」
）

⑳
還
住
之
後
至
第
五
季
讃
十
一
月
廿
二
日
蓮
華
王
院
御
幸
之
時
、
進
参
御
堂
之
内
陣
、
先
年
蒙
流
罪
之
時
如
令
申
上
、
烏
富
寺
興
隆
、

可
被
寄
進
庄
園
之
旨
、
令
訴
申
之
虞
、
即
可
有
御
裁
許
之
由
、
被
仰
下
華
、
於
是
文
覚
流
涙
成
悦
罷
出
撃
、

し
か
し
、
い
ず
れ
も
院
政
期
後
半
の
用
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
が
、

（
「
僧
文
覚
起
請
文
　
（
元
暦
二
年
正
月
十
九
日
）
」
）

平
安
時
代
の
和
化
漢
文
に
お
い
て
一
般
に
用
い

ら
れ
る
表
現
で
あ
っ
た
と
は
言
い
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
古
記
録
に
お
い
て
は
、
「
為
喜
」
「
為
悦
」
　
の
よ
う
な
表
記
が
見
ら
れ
た
が
、

歎

〇
十
九
日
、
乙
酉
、
従
朝
天
陰
、
巳
午
時
雨
下
、
衆
人
欲
問
、
未
初
程
天
晴
、
無
雲
気
、

参
内
、

○
按
察
大
納
言
示
送
云
、
昨
日
官
奏
無
失
、
矧
凰
者
、
依
思
一
家
事
所
被
示
欺
、

万
人
為
喜
、
近
衛
便
頼
宗
従
東
野
立
、
事
了

（
『
御
堂
関
白
記
』
、
寛
弘
四
年
四
月
十
九
日
条
）

（
『
小
右
記
』
、
治
安
元
年
十
一
月
十
日
条
）

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
述
べ
る
理
由
に
よ
り
、
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
の
表
記
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。
す
な
わ
ち
、
高
山
寺
本
『
古

（13）
往
来
』
　
に
は
、
「
為
喜
」
「
為
悦
」
と
構
成
を
同
じ
く
す
る
表
現
（
表
記
）
と
し
て
「
為
恐
」
「
為
慣
」
な
ど
が
存
し
、
そ
れ
ら
に
は
、
次
の
よ



う
な
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

タ

リ

レ

　

　

　

　

　

テ

　

テ

ス

　

ソ

レ

ト

　

　

　

　

　

リ

ン

ニ

リ

ハ

、

カ

リ

返
～
爵
恐
（
5
7
）
　
兼
以
鵠
恐
一
（
4
0
9
）
　
傍
倫
烏
二
博
一
（
3
0
6
）

ス

訓
点
に
よ
れ
ば
、
「
為
恐
」
「
為
悍
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
オ
ソ
レ
タ
リ
」
ま
た
は
「
オ
ソ
レ
ト
ス
」
、
「
ハ
ハ
カ
リ
タ
リ
」
の
ご
と
く
訓
読
さ

れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
為
喜
」
「
為
悦
」
に
つ
い
て
も
、
「
ヨ
ロ
コ
ピ
タ
リ
」
あ
る
い
は
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ト
ス
」
の
よ
う
に

訓
ま
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

四
、
平
安
時
代
に
お
け
る
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
　
の
性
格

こ
こ
で
、
平
安
時
代
に
お
け
る
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
　
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
ご
と
く
な
ろ
う
。

1
、
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
文
に
は
、
今
回
の
調
査
で
は
、
用
例
は
見
出
し
得
な
か
っ
た
。

2
、
平
安
時
代
の
仮
名
文
で
は
、
漢
文
（
乃
至
漢
文
訓
読
語
）
の
影
響
の
認
め
ら
れ
る
文
献
に
偏
っ
て
用
例
が
見
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
背
景

に
あ
る
漢
文
に
は
、
用
例
が
認
め
ら
れ
な
い
。

3
、
平
安
時
代
の
和
化
漢
文
に
は
、
院
政
期
の
古
文
書
に
、
用
例
が
数
例
見
出
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

右
の
結
果
よ
り
、
平
安
時
代
に
お
け
る
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
の
性
格
は
、
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

用
例
が
漢
文
訓
読
文
に
認
め
ら
れ
ず
、
仮
名
文
の
方
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
漢
文
訓
読
語
と
見
な
す
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
用
例
の
存
す
る
仮
名
文
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
漢
文
に
用
例
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
現
象
も
、
右
の
こ
と
を
裏
づ
け
る
事
例
と
言
え

よ
う
。
一
方
、
仮
名
文
の
中
で
も
、
和
文
の
典
型
と
さ
れ
る
文
献
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
漢
文
の
影
響
の
指
摘
さ
れ
る
文
献
に
偏
っ
て
認
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
和
文
語
と
規
定
す
る
こ
と
に
も
無
理
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
漢
文
訓
読
語
で
も
な
く
和
文
語
で
も
な
い
と
す
れ
ば
、
記
録
語

と
考
え
る
余
地
も
あ
ろ
う
か
と
は
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
、
用
例
は
乏
し
く
、
し
か
も
、
院
政
期
に
到
る
ま
で
見
出
し
が
た
い
こ
と
か
ら
、

記
録
語
と
も
言
い
が
た
い
面
が
あ
る
。
結
局
、
漢
文
訓
読
語
・
和
文
語
・
記
録
語
と
い
っ
た
従
来
の
範
疇
で
、
そ
の
性
格
を
規
定
す
る
こ
と

『
今
昔
物
語
集
』
　
に
お
け
る
動
詞
句
「
喜
ヲ
成
ス
」
　
の
性
格
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

は
、
困
難
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ひ
と
ま
ず
、
調
査
結
果
の
実
態
に
即
し
て
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
の
性
格
を
把
握
し
て
お
く
と
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う

か
。④
用
例
の
多
さ
・
時
代
的
な
広
が
り
な
ど
の
点
か
ら
見
て
、
基
本
的
に
は
、
仮
名
文
の
用
語
で
あ
る
と
言
え
る
。

⑨
た
だ
し
、
漢
文
の
影
響
を
背
景
に
も
つ
仮
名
文
に
偏
っ
て
現
れ
る
点
か
ら
見
て
、
漢
文
訓
読
語
に
通
ず
る
性
格
を
有
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
⑨
で
述
べ
た
「
漢
文
訓
読
語
に
通
ず
る
性
格
」
の
内
実
で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
を
、
次
の
三
点
に

お
い
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

田
　
「
ヨ
ロ
コ
ピ
タ
ナ
ス
」
は
、
「
（
体
言
）
ヲ
ナ
ス
」
と
い
う
構
造
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
「
（
体
言
）
ヲ
ナ
ス
」
と
い
う
構
造
を
有

す
る
表
現
は
、
漢
文
訓
読
文
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ナ

○
衆
の
名
花
を
以
て
遍
ク
〔
ク
〕
場
内
に
散
せ
よ
　
上
妙
の
香
を
焼
（
き
）
て
而
も
供
養
を
為
セ

（
西
大
寺
本
『
不
空
謂
索
神
呪
心
経
』
寛
徳
二
年
点
）

一
方
、
仮
名
文
に
お
い
て
も
、

源
宰
相
イ

O
「
な
か
ず
み
に
も
し
か
お
は
せ
ら
れ
て
、
『
中
将
・
兵
衛
佐
、
は
ら
か
ら
の
ち
ぎ
り
な
し
た
り
。
き
ん
だ
ち
も
さ
る
ち
ぎ
り
な
せ
』
と

な
む
お
は
せ
ら
れ
し
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
宇
津
保
物
語
』
、
「
と
し
か
げ
」
）

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
は
い
る
が
、
次
掲
の
表
②
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
源
氏
物
語
』
を
は
じ
め
と
す
る
純
粋
な
和
文
に
は
必
ず
し
も
見

出
し
が
た
く
、
『
宇
津
保
物
語
』
な
ど
の
漢
文
訓
読
語
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
文
献
を
中
心
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



浜 吏 夜 紫 ∩‖イ本1
源 枕 落 宇 購 多 平 大 土 伊 竹文

松 徽 の 式 泉 氏 草 窪 軋蛤 武 中 nH不 左 勢 取献
中 ∩口 寝 部 式 物 子 物 保 ［日 峯 物 物 H 物 物 類

別

名
納
言
物
語

記 覚 日
記
部
日
記

語 語 物
語
記 少
将
物
語

語 語 記 語 語

1 2 2 1 13 1 2 1

（体
言
）
ヲ
ナ
ス

1 5
地
の
文

2

（性
別
不
明
）

2
1

（性
別
不
明
）

12 1 1
会
話
・心
話
・消
息

（男
）

（女
）

3 1

2 1 和

歌

（男
）

（女
）

『
今
昔
物
語
集
』
　
に
お
け
る
動
詞
句
「
喜
ヲ
成
ス
」
　
の
性
格
に
つ
い
て

三
八
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

と 堤 大 栄 讃 狭 茎
nソ 中 鏡 花 岐 衣 物
カ 納
言
物
語

物
語
曲 物
語
語

へ
ば
や
物
語

ハ侍
日
記

4 9 1

1 8

3 1

1

と
す
れ
ば
、
「
（
体
言
）
ヲ
ナ
ス
」
と
い
う
構
造
そ
れ
自
体
は
、
基
本
的
に
は
、
漢
文
訓
読
文
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

（14）
う
か
。

回
　
さ
ら
に
、
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
は
、
「
（
動
詞
連
用
形
転
成
名
詞
）
ヲ
ナ
ス
」
と
い
う
構
造
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
構
造

を
も
つ
表
現
も
、
漢
文
訓
読
文
に
次
の
よ
う
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

（

さ

）

　

机

融

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

オ

○
若
（
し
）
此
の
経
に
於
て
疑
を
生
シ
テ
信
（
せ
）
不
る
者
有
ラ
バ
　
即
昔
に
悪
道
に
堕
チ
ナ
ム

（
立
本
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
寛
治
元
年
点
、
巻
第
五
、
従
地
涌
出
晶
第
十
五
）

・

l

ノ

e

や

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

く

た

う

止
○
も
し
こ
の
経
に
を
き
て
・
う
た
か
ひ
を
な
し
て
信
せ
さ
る
こ
と
あ
ら
ん
も
の
は
・
す
な
は
ち
ま
さ
に
・
悪
道
に
お
っ
へ
し

（
妙
一
記
念
館
本
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
巻
第
五
、
従
地
涌
出
晶
第
十
五
）

団
　
ま
た
、
和
語
と
漢
語
と
の
違
い
は
あ
る
が
、
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
に
、
意
味
上
・
構
造
上
き
わ
め
て
類
似
し
た
「
随
喜
ヲ
ナ
ス
」
「
歓

喜
ヲ
ナ
ス
」
と
い
う
表
現
が
、
漢
文
訓
読
文
に
次
の
よ
う
に
見
出
さ
れ
る
。

○
善
男
子
、
若
有
ル
衆
生
は
、
〔
雄
〕
大
乗
に
於
て
修
習
す
る
こ
と
能
（
は
）
ヌ
〔
末
〕
あ
り
と
も
、
然
も
〔
於
〕
童
夜
六
時
に
、
偏
に
裡



右
肩
、
右
膝
著
地
、
合
掌
恭
敬
て
、
心
を
一
に
し
念
を
専
し
て
、
随
喜
を
作
す
時
に
は

〔
ィ
ヲ
作
セ
。
シ
カ
ス
ル
時
に
は
〕
、
福
を
得

カ

ク

シ

　

い

ル
こ
と
無
量
な
り
。
作
是
テ
言
フ
應
し
、
十
方
世
界
の
一
切
の
衆
生
の
、
現
在
に
施
と
戒
と
心
慧
と
を
〔
施
戒
ト
心
ト
慧
ト
ヲ
〕
修

行
す
る
に
、
我
レ
今
皆
悉
ク
深
ク
随
喜
を
生
す
。

是
（
の
）
如
キ
笥
福
に
由
ル
故
に
、
必
（
ず
）
富
に
尊
重
殊
勝
の
無
上
無
等
の

最
妙
の
〔
之
〕
異
を
獲
得
（
せ
）
む
。
是
（
の
）
如
ク
過
去
未
来
の
一
切
の
衆
生
に
所
有
ル
善
根
を
も
、
皆
悉
ク
随
喜
す
。

（
西
大
寺
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
平
安
初
期
点
、
巻
三
、
滅
業
障
品
第
五
）

ナ

　

　

　

ミ

　

　

　

　

ナ

　

ヘ

　

　

シ

○
復
諸
の
疑
惑
無
（
く
）
b
し
　
心
に
大
歓
喜
を
生
シ
て
　
自
（
ら
）
備
に
作
ル
常
シ
ト
知
レ
。

（
立
本
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
寛
治
元
年
点
、
巻
第
一
、
方
便
晶
第
二
）

右
の
こ
と
か
ら
、
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
は
、
そ
れ
自
体
は
漢
文
訓
読
文
に
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
構
造
は
漢
文
訓
読
文
の
も
の
で
あ
る
と

言
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
の
「
漢
文
訓
読
語
に
通
ず
る
性
格
」
と
は
、
そ
の
構
造
に
お
い
て
認
め
ら
れ

（15）

る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
『
今
昔
』
や
平
安
時
代
の
諸
文
献
に
お
け
る
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
の
使
用
状
況
を
改
め
て
ふ
り
か
え
っ

て
み
る
と
、
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
な
現
象
に
つ
い
て
の
説
明
が
可
能
と
な
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
現
象
と
は
、
漢
文
訓
読

文
に
認
め
ら
れ
な
い
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
が
、
漢
文
の
影
響
を
背
景
に
も
つ
文
章
に
偏
っ
て
現
れ
る
と
い
う
現
象
で
あ
る
。
結
局
、
こ
れ

は
二
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
の
構
造
が
漢
文
訓
読
文
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
性
格
上
、
漢
文
を
背
景
と
し
た
文
章
に
馴
染
み
や
す
か
っ

（16）

た
結
果
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
が
、
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
『
宇
津
保
物
語
』
以
前
に

（17）

確
例
を
見
出
し
得
な
い
た
め
、
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
よ
う
に
、
中
国
の
漢
文
に
「
生
喜
」
「
成
歓
」
と
い
っ
た
表
現
（
表

（18）

記
）
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
は
注
意
さ
れ
る
。

○
論
自
　
由
能
無
量
作
事
立
　
由
法
美
味
欲
徳
成

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
動
詞
句
「
喜
ヲ
成
ス
」
の
性
格
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
六

繹
日
。
此
侶
示
由
五
因
故
稀
五
喜
。
何
者
烏
五
。
一
因
自
能
無
量
故
封
割
。
（
中
略
）
諸
備
法
身
同
得
勝
能
。
是
政
封
司
。
由
見
置
自

界
得
此
勝
能
。
是
政
封
苛
。
二
因
作
事
立
故
到
喜
l
。
（
中
略
）
由
見
置
自
界
作
正
事
立
。
是
故
創
尋
。
三
国
法
美
味
放
射
尋
。
（
中
略
）

由
見
修
多
羅
祇
夜
等
経
同
一
法
身
味
。
是
故
剣
尋
。
四
囲
欲
徳
成
放
射
司
。
（
中
略
）
由
見
此
二
事
成
是
政
到
蘭
。

（
『
摂
大
乗
論
釈
』
巻
第
十
三
、
繹
智
差
別
勝
相
第
十
之
初
）

○
薄
陽
江
頭
夜
送
客
。
楓
葉
荻
花
秋
索
索
。
主
人
下
馬
客
在
船
。
琴
酒
欲
飲
無
管
絃
。

酔
不
倒
劉
惨
格
別
。
別
時
茫
茫
江
浸
月
。
忽
聞
水
上
琵
琶
聾
。
主
人
忘
蹄
客
不
費
。
　
　
（
『
白
氏
文
集
』
巻
第
十
二
、
「
琵
琶
行
」
）

「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
が
漢
文
訓
読
語
に
通
ず
る
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
右
の
よ
う
な
表
記
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
可

（19）

能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
中
国
漢
文
に
お
け
る
「
生
喜
」
や
「
成
歓
」
が
、
平
安
時
代
の
仮
名
文
に
見
ら
れ
る
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ

ナ
ス
」
　
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
す
れ
ば
、
そ
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
な
お
多
く
の
論
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
本
稿
で
論
ず
る
十
分
な
用
意
が
な
い
た
め
、
今
後
の
詳
細
な
検
討
に
侯
つ
こ
と
と
し
た
い
。

五
、
お
わ
り
に

本
稿
に
お
い
て
た
び
た
び
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
の
あ
る
文
章
と
は
、
漢
文
の
影
響
を
背
景

に
も
つ
仮
名
（
交
じ
り
）
文
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
漢
文
脈
の
要
素
を
含
ん
だ
和
文
脈
の
文
章
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文

章
を
〝
和
漢
混
清
文
″
と
い
う
術
語
で
ひ
と
く
く
り
に
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
と

い
う
ひ
と
つ
の
表
現
を
通
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
、
共
通
の
特
徴
を
も
つ
文
章
群
は
、
和
文
・
漢
文
訓
読
文
・
和
化
漢
文
に
次
ぐ
第
四
の
文

体
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
様
々
な
規
定
の
な
さ
れ
て
き
た
、
『
今
昔
』
撰
者
の
文
体
の
性
格
を
追
究

し
て
い
く
上
で
も
、
既
存
の
文
体
と
は
異
な
る
新
し
い
文
体
の
存
在
を
模
索
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ



注
（
1
）
　
こ
の
種
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
山
本
真
吾
「
今
昔
物
語
集
に
於
け
る
『
速
ニ
』
の
用
法
に
つ
い
て
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
一
韓
、
昭
六
十

三
・
八
、
武
蔵
野
書
院
）
、
藤
井
俊
博
「
今
昔
物
語
集
の
翻
訳
語
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
十
一
、
平
二
・
十
二
、
和
泉
書
院
）
等
に

お
い
て
、
整
理
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
　
田
中
牧
郎
「
今
昔
物
語
集
か
ら
見
た
『
訓
点
特
有
語
』
の
一
面
－
動
詞
を
中
心
に
－
」
（
『
文
芸
研
究
』
第
百
二
十
集
、
平
元
・
二
日
本
文
芸
研

究
会
）
。
な
お
、
続
稿
と
し
て
、
同
「
平
安
和
文
の
中
の
漢
文
訓
読
語
を
め
ぐ
っ
て
－
罰
点
特
有
語
k
と
さ
れ
る
動
詞
の
二
考
察
－
」
（
『
学
苑
』
第
六
百

二
号
、
平
二
二
）
　
が
あ
る
。

（
3
）
　
拙
稿
「
い
わ
ゆ
る
『
出
典
に
左
右
さ
れ
る
文
体
』
を
通
し
て
観
た
『
今
昔
物
語
集
』
撰
者
の
文
体
志
向
－
〝
発
病
〃
を
表
す
動
詞
句
扇
ヲ
受
ク
‡
病
付

ク
』
の
分
布
の
偏
り
が
意
味
す
る
も
の
－
」
（
『
国
文
学
致
』
第
百
三
十
四
号
、
平
四
・
六
）
、
同
「
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
動
詞
句
『
老
二
臨
ム
』
の
性

格
に
つ
い
て
ー
ー
こ
痛
撃
鹸
記
』
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
ー
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
六
韓
、
平
五
・
五
、
武
蔵
野
書
院
）
、
同
「
『
今
昔
物
語
集
』
撰

者
の
用
語
選
択
に
関
す
る
一
考
察
l
I
！
発
病
〃
を
表
す
動
詞
句
の
改
変
を
め
ぐ
っ
て
－
」
（
奥
津
春
雄
編
『
日
本
文
学
・
語
学
論
致
』
、
平
六
・
二
、
翰
林
書

房）。

（
4
）
　
な
糞
『
今
昔
』
に
お
け
る
「
喜
ヲ
成
ス
」
の
分
布
の
偏
り
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
、
よ
り
厳
密
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
「
喜
ヲ
成
ス
」
と

イ

カ

　

　

　

　

　

イ

カ

リ

「
喜
ブ
」
と
の
意
味
・
用
法
上
の
差
異
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
「
瞑
ル
」
と
「
瞑
ヲ
成
ス
」
、

オ

ソ

　

　

　

　

　

オ

ソ

レ

「
恐
ル
」
と
「
恐
ヲ
成
ス
」
な
ど
と
合
わ
せ
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
機
会
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
5
）
　
本
文
は
、
以
下
の
も
の
を
用
い
た
。

春
日
政
治
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
（
昭
四
十
四
、
勉
誠
社
）
、
中
田
祝
夫
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
（
訳
文
篇
）
』

（
昭
二
十
九
、
勉
誠
社
）
、
中
田
祝
夫
『
正
倉
院
本
地
蔵
十
輪
経
巻
五
・
七
元
慶
点
』
（
昭
五
十
五
、
勉
誠
社
）
、
小
林
芳
規
『
角
筆
文
献
の
国
語
学

的
研
究
（
影
印
資
料
篇
）
』
（
昭
六
十
二
、
汲
古
書
院
）
、
小
林
芳
規
「
西
大
寺
本
不
空
洞
索
神
呪
心
経
寛
徳
点
の
研
究
－
釈
文
と
索
引
－
」
（
『
国
語

学
』
第
三
十
三
集
、
昭
三
十
三
・
六
）
、
大
坪
併
治
『
訓
点
資
料
の
研
究
』
（
昭
四
十
三
、
風
間
書
房
）
、
兜
木
正
亨
・
中
田
祝
夫
『
無
量
義
経
古
点
』

（
昭
五
十
四
、
勉
誠
社
）
、
高
山
寺
資
料
著
書
『
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
三
』
（
昭
六
十
一
、
東
京
大
学
出
版
会
）
、
山
崎
誠
「
文
選
巻
二
棺
聖
霊

睨
計
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
七
韓
、
昭
五
十
九
・
五
）
、
築
島
裕
『
興
福
寺
本
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的

研
究
（
訳
文
篇
）
』
（
昭
四
十
、
東
京
大
学
出
版
会
）
、
尊
経
閣
叢
刊
『
冥
報
記
』
（
昭
十
二
、
前
田
育
徳
財
団
）
、
太
田
次
男
・
小
林
芳
規
『
神
田
本

自
民
文
集
の
研
究
』
（
昭
五
十
七
、
勉
誠
社
）
、
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
所
収
本
文
（
小
川
本
『
靡
経
四
分
律
』
・
知
恩
院
蔵
『
大
唐
三
蔵
玄
笑
法
師

『
今
昔
物
語
集
』
　
に
お
け
る
動
詞
句
「
喜
ヲ
成
ス
」
の
性
格
に
つ
い
て

三
八
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
八

表
啓
』
・
正
倉
院
聖
語
蔵
『
弁
中
辺
論
』
・
石
山
寺
蔵
『
彿
説
太
子
須
陀
撃
経
』
・
西
大
寺
蔵
『
護
摩
蜜
記
』
・
立
本
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
・
広
島
大

学
蔵
『
八
字
文
殊
儀
軌
』
）
。

（
6
）
　
本
文
は
、
以
下
の
も
の
を
用
い
た
。

上
坂
信
男
『
勅
酔
竹
取
翁
物
語
語
彙
索
引
（
本
文
編
）
』
（
昭
五
十
五
、
笠
間
書
院
）
、
小
久
保
崇
明
・
山
田
豊
徹
『
土
左
日
記
本
文
及
び
語
彙
索
引
』

（
昭
五
十
六
、
笠
間
書
院
）
、
曽
田
文
雄
『
「
平
中
物
語
」
研
究
と
索
引
』
　
（
昭
六
十
、
洪
水
社
）
、
小
久
保
崇
明
『
多
武
峯
少
将
物
語
本
文
及
び
総
索

引
』
（
昭
四
十
七
、
笠
間
書
院
）
、
佐
伯
梅
友
・
伊
牟
田
経
久
『
舘
か
げ
ろ
ふ
日
記
総
索
引
（
本
文
篇
）
』
（
昭
五
十
六
、
風
間
書
房
）
、
宇
津
保
物
語

研
究
会
『
宇
津
保
物
語
本
文
と
索
引
（
本
文
編
）
』
（
昭
四
十
八
、
笠
間
書
院
）
、
田
中
重
太
郎
『
校
本
枕
冊
子
』
（
昭
二
十
八
～
四
十
九
、
古
典
文
庫
）
、

池
田
亀
鑑
『
源
氏
物
語
大
成
（
校
異
篇
）
』
　
（
昭
二
十
八
～
二
十
九
、
中
央
公
論
社
）
、
東
節
夫
・
塚
原
鉄
雄
・
前
田
欣
吾
『
和
泉
式
部
日
記
総
索
引

（
本
文
篇
）
』
　
（
昭
三
十
四
、
武
蔵
野
書
院
）
、
東
節
夫
・
塚
原
鉄
雄
こ
別
田
欣
吾
『
更
級
日
記
総
索
引
（
本
文
篇
）
』
　
（
昭
三
十
一
、
武
蔵
野
書
院
）
、

小
久
保
崇
明
『
茎
物
語
校
本
及
び
総
索
引
』
　
（
昭
四
十
五
、
笠
間
書
院
）
、
今
小
路
覚
瑞
二
二
谷
幸
子
『
校
本
讃
岐
典
侍
日
記
』
　
（
昭
四
十
二
、
初
音

書
房
）
、
秋
葉
安
太
郎
『
大
鏡
の
研
究
（
本
文
篇
）
』
　
（
昭
三
十
六
、
お
う
ふ
う
）
、
榊
原
邦
彦
・
藤
掛
和
美
・
塚
原
清
『
今
鏡
本
文
及
び
総
索
引
』
　
（
昭

五
十
九
、
笠
間
書
院
）
、
鈴
木
弘
道
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
の
研
究
（
校
注
編
）
』
　
（
昭
四
十
八
、
笠
間
書
院
）
、
榊
原
邦
彦
『
水
鏡
本
文
及
び
総
索
引
』

（
平
二
、
笠
間
書
院
）
、
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
（
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
・
落
窪
物
語
・
夜
の
寝
覚
・
浜
松
中
納
言
物
語
・
狭
衣
物
語
・
栄
花

物
語
・
堤
中
納
言
物
語
）
、
岩
波
文
庫
（
紫
式
部
日
記
・
松
浦
宮
物
語
）
、
勉
誠
社
文
庫
（
三
宝
絵
詞
）
、
小
林
芳
規
『
法
華
百
座
間
書
抄
総
索
引
』

（
昭
五
十
、
武
蔵
野
書
院
）
、
東
辻
保
和
『
打
開
集
の
研
究
と
総
索
引
』
　
（
昭
五
十
五
、
清
文
堂
）
、
池
田
利
夫
『
唐
物
語
校
本
及
び
総
索
引
』
　
（
昭
五

十
、
笠
間
書
院
）
、
山
内
洋
一
郎
『
古
本
説
話
集
総
索
引
』
　
（
昭
四
十
四
、
風
間
葦
居
）
。

（
7
）
　
宮
島
達
夫
『
古
典
対
照
諾
い
表
』
　
（
昭
四
十
六
、
笠
間
書
院
）
　
に
よ
れ
ば
、
「
よ
ろ
こ
び
」
「
な
す
」
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
状
況
は
、
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
　
（
丸
括
弧
内
の
漢
数
字
は
用
例
数
）
。

「
よ
ろ
こ
び
」
…
万
葉
集
（
○
）
・
竹
取
物
語
（
○
）
・
伊
勢
物
語
（
一
）
・
古
今
和
歌
集
（
○
）
・
土
左
日
記
（
三
）
・
後
撰
和
歌
集
（
○
）
・
情
婦
日

記
（
七
）
・
枕
草
子
（
一
〇
）
・
源
氏
物
語
（
三
二
）
・
紫
式
部
日
記
（
三
）
・
更
級
日
記
（
三
）
・
大
鏡
（
〓
）
・
方
丈
記
（
○
）
・

徒
然
草
（
三
）

「
な
す
」
…
…
…
万
葉
集
（
一
四
）
・
竹
取
物
語
（
五
）
・
伊
勢
物
語
（
三
）
・
古
今
和
歌
集
（
四
）
・
土
左
日
記
（
一
）
・
後
撰
和
歌
集
（
〓
）
・
購

蛤
日
記
（
一
〇
）
・
枕
草
子
（
一
二
）
・
源
氏
物
語
（
七
八
）
・
紫
式
部
日
記
（
一
）
・
更
級
日
記
（
六
）
・
大
鏡
（
二
八
）
・
方
丈
記

（
七
）
・
徒
然
草
　
（
二
六
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
よ
ろ
こ
び
」
「
な
す
」
と
い
う
単
語
の
レ
ベ
ル
で
は
、
特
に
文
体
上
の
偏
り
と
い
っ
た
も
の
は
認
め
が
た
く
、
し
た
が
っ
て
、



「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
に
見
ら
れ
た
分
布
の
偏
り
は
、
動
詞
句
と
し
て
の
特
徴
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
8
）
　
春
日
政
治
「
和
漢
の
混
清
」
（
『
国
語
・
国
文
』
第
六
巻
第
十
号
、
昭
十
一
・
十
）
、
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
（
昭

三
十
八
、
東
京
大
学
出
版
会
）
第
六
章
「
仮
名
文
学
と
漢
文
訓
読
」
第
一
節
「
総
説
」
、
小
久
保
崇
明
『
大
鏡
の
語
法
の
研
究
』
（
昭
五
十
一
、
お
う

ふ
う
）
第
五
章
「
大
鏡
に
お
け
る
漢
文
訓
読
語
」
等
。

（
9
）
　
平
田
俊
春
『
日
本
古
典
の
成
立
の
研
究
』
（
昭
三
十
四
、
日
本
書
院
）
第
二
篇
第
三
章
「
水
鏡
の
成
立
と
扶
桑
略
記
」
、
山
田
孝
雄
『
三
宝
給
略
注
』

（
昭
二
十
六
、
宝
文
館
）
「
三
宝
絵
詞
の
研
究
」
、
築
島
裕
注
（
8
）
文
献
、
筑
土
鈴
寛
「
唱
導
と
本
地
文
学
と
（
一
）
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
七

巻
第
八
号
、
昭
五
・
八
）
等
。

（
1
0
）
　
峰
岸
明
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
（
昭
六
十
一
、
東
京
大
学
出
版
会
）
第
三
部
第
二
章
「
記
録
語
と
和
漢
混
清
文
」
第
一
節
「
和

漢
混
清
文
研
究
序
説
」
。

（
1
1
）
　
加
納
重
文
「
『
水
鏡
』
記
事
の
独
自
性
－
ヨ
扶
桑
略
記
』
と
の
史
料
比
較
か
ら
－
」
（
『
女
子
大
国
文
』
第
百
九
号
、
平
三
・
六
）
、
小
泉
弘
・
高
橋
伸
幸

『
譜
三
宝
絵
集
成
』
（
昭
五
十
五
、
笠
間
書
院
）
、
山
内
洋
二
即
「
法
華
百
座
間
書
抄
の
説
話
」
（
小
林
芳
規
『
法
華
百
座
間
書
抄
総
索
引
』
昭
五
十
、

武
蔵
野
書
院
）
。

な
お
、
本
文
は
、
以
下
の
も
の
を
用
い
た
。

聯
紺
国
史
大
系
（
扶
桑
略
記
）
、
猷
配
大
蔵
経
（
賢
愚
経
・
法
苑
珠
林
・
止
観
輔
行
侍
弘
決
）
。

（
1
2
）
　
本
文
は
、
以
下
の
も
の
を
用
い
た
。

大
日
本
古
記
録
（
貞
信
公
記
・
九
暦
・
小
右
記
・
御
堂
関
白
記
・
後
二
条
師
道
記
・
殿
暦
）
、
増
補
史
料
大
成
（
権
記
・
帥
記
・
左
経
記
・
水
左
記
・

永
昌
記
・
轟
記
・
長
秋
記
・
中
右
記
）
、
平
安
遺
文
。

（
1
3
）
　
高
山
寺
資
料
著
書
『
高
山
寺
本
古
往
来
・
表
白
集
』
（
昭
五
十
二
、
東
京
大
学
出
版
会
）
。

（
1
4
）
　
な
お
、
こ
の
構
造
を
恒
P
医
院
は
、
和
化
漢
文
に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
見
出
さ
れ
る
。

○
就
中
愚
僧
二
者
輿
悌
車
両
不
及
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
享
禄
本
『
雲
州
往
来
』
上
、
二
五
ウ
4
）

（
堕
　
仮
名
文
の
表
現
で
あ
り
な
が
ら
漢
文
訓
読
語
に
通
ず
る
性
格
を
も
つ
も
の
と
し
て
は
、
か
つ
て
、
橋
本
（
現
山
口
）
仲
美
「
今
昔
物
語
集
の
文
体

コ
ト
カ
ギ
リ
ナ

に
関
す
る
一
考
察
！
⊥
懇
霜
シ
』
を
め
ぐ
っ
て
－
」
（
『
国
語
学
』
第
七
十
九
集
、
昭
四
十
四
・
十
二
）
に
お
い
て
、
「
事
元
限
シ
」
に
つ
い
て
論
じ
ら

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
事
売
限
シ
」
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
船
城
俊
太
郎
「
今
昔
物
語
集
の
『
弥
ヨ
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
国
語
学
』

第
百
三
十
五
・
百
三
十
六
集
、
昭
五
十
八
・
十
二
、
昭
五
十
九
二
二
）
に
お
い
て
、
異
な
る
見
解
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
藤
井
俊
博
「
『
事
限
り
無
し
』

考
」
（
『
京
都
橘
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
第
十
七
号
、
平
二
・
十
二
）
に
お
い
て
、
漢
文
訓
読
文
（
漢
籍
）
に
も
見
出
さ
れ
る
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
動
詞
句
「
喜
ヲ
成
ス
」
の
性
格
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
〇

こ
の
よ
う
に
、
「
事
元
限
シ
」
の
性
格
に
つ
い
て
の
見
解
は
、
必
ず
し
も
〓
疋
し
て
お
ら
ず
、
同
様
に
、
「
喜
ヲ
成
ス
」
の
性
格
に
つ
い
て
も
、
不
明

確
な
部
分
が
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
両
者
の
性
格
を
同
一
線
上
で
理
解
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
、

確
か
な
こ
と
は
述
べ
得
な
い
。

（
1
6
）
　
「
（
体
言
）
ヲ
ナ
ス
」
と
い
う
構
造
を
も
つ
表
現
が
、
漢
文
を
背
景
に
も
つ
文
章
に
馴
染
み
や
す
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
次
掲
の
表
③
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
『
今
昔
』
に
お
い
て
巻
二
十
以
前
の
方
に
よ
り
多
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
伺
わ
れ
る
。
尤
も
、
巻
二
十
二
以
降
に
も
少
な
か

ら
ず
見
ら
れ
る
が
、
和
文
調
が
強
い
と
は
言
え
、
純
粋
な
和
文
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
（
漢
文
訓
読
語
の
要
素
も
あ
る
程
度
含
ん
で
い
る
）
わ
け
で
あ

る
か
ら
、
本
稿
の
趣
旨
に
は
必
ず
し
も
矛
盾
し
な
い
と
考
え
る
。

①懐

句

巻

恐 ．泥 喜 契 巻句

ヲ
′
ヲ ヲ 思

ヲ
成

ヲ
′

成 成 成 成

ス ス ス ス ス

1 1 1 1 1

3 1 8 1 2

1 4 3

2 4 2 1 4

2 2 2 2 5

1 2 6

1 2 2 7

／／／／／81 1 1 1 9

1 3 2 01

2 1 3 11

3 3 21

1 1 1 31

2 1 2 41

3 51

5 61

2 4 2 71

／／／／／811 91

3 2 1 02

／／／／／12 22
32

1 2 42

2 52

62

72

2 82

92

03

1 13



な
お
、
『
今
昔
』
に
お
け
る
「
（
体
言
）
ヲ
ナ
ス
」
の
う
ち
、
用
例
数
が
一
〇
例
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
そ
の
巻
別
分
布
を
示
す
と
、
前
頁
の
表
の
よ

う
に
な
る
。

＊
右
の
表
に
お
け
る
「
隕
（
イ
カ
リ
）
ヲ
成
ス
」
「
恐
（
オ
ソ
レ
）
ヲ
成
ス
」
に
は
、
「
嘆
（
盆
・
怒
）
ヲ
成
ス
」
　
「
怖
（
健
）
ヲ
成
ス
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
含
ん
で

い
る
。

（
1
7
）
　
『
宇
津
保
物
語
』
以
前
の
用
例
と
し
て
は
、
確
例
で
は
な
い
が
、

○
暫
封
清
泉
源
煩
慮
　
況
乎
寂
冥
日
劇
歓
l

O
演
掃
刑
扉
望
風
久
　
尊
卑
祀
隔
未
劇
酬

日
本
漢
詩
文
に
「
成
歓
」
　
の
例
が
あ
る
。

（
『
凌
雲
集
』
、
「
夏
日
左
大
将
軍
藤
冬
嗣
閑
居
院
」
）

（
『
文
華
秀
麗
集
』
、
「
春
日
左
将
軍
臨
況
」
）

（
1
8
）
　
本
文
は
、
以
下
の
も
の
を
用
い
た
。

陪
大
蔵
経
（
摂
大
乗
論
釈
）
、
平
岡
武
夫
・
今
井
清
『
自
氏
文
集
歌
詩
索
引
』
（
一
九
八
九
、
同
朋
舎
）

（
1
9
）
　
久
遠
寺
蔵
『
本
朝
文
粋
』
に
は
、
「
成
歓
」
を
「
ヨ
ロ
コ
ビ
ヲ
ナ
ス
」
と
訓
じ
た
例
が
見
ら
れ
る
。

シ

ヨ

ロ

コ

ヒ

を

○
漢
宮
入
内
之
夜
。
傍
華
撃
而
成
劇
酬
（
久
遠
寺
蔵
本
「
成
レ
歓
　
」
）
。
荒
原
送
終
之
時
。
混
松
風
而
添
巽
。

（
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
十
四
、
後
江
相
公
「
為
左
大
臣
息
女
女
御
修
四
十
九
日
願
文
」
）

（
2
0
）
　
船
城
俊
太
郎
「
今
昔
物
語
集
の
『
弥
ヨ
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
国
語
学
』
第
百
三
十
五
・
百
三
十
六
集
、
昭
五
十
八
・
十
二
、
昭
五
十
九
二
二
）
、
同

「
今
昔
物
語
集
の
三
つ
の
文
章
要
素
－
「
其
レ
ニ
」
を
め
ぐ
っ
て
－
」
（
『
国
語
国
文
』
第
五
十
五
巻
第
三
号
、
昭
六
十
一
・
三
）
に
お
い
て
は
、
『
今
昔
』

の
基
本
的
文
章
様
式
を
、
和
文
体
で
も
な
い
、
漢
文
訓
読
体
で
も
な
い
、
変
体
漠
文
体
で
も
な
い
、
院
政
期
の
口
頭
語
を
基
盤
と
し
た
、
新
し
い
ひ

と
つ
の
文
章
様
式
で
あ
る
と
す
る
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
六
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
（
八
月
十
二
日
、
比
治
山
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
基
に
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
発
表
の
席
上
、
小
林
芳
規
先
生
、
山
本
秀
人
・
山
本
真
吾
両
氏
よ
り
、
貴
重
な
御
教
示
を
賜
っ
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

『
今
昔
物
語
集
』
　
に
お
け
る
動
詞
句
「
喜
ヲ
成
ス
」
の
性
格
に
つ
い
て




